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外科領 域にお け るKW-1062の 臨床治 験
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梅村博也 ・肥後昌五郎 ・久山 健

近畿大学医学部第二外科学教室

新 しく開発された,ア ミノグ リコシ ッ ド系抗生物質,

KW-1062は,GM同 様 の抗 菌 スペ ク トラムを有 し,よ

り副作用 が少ない とされてい る1～4)。外科的感染症 の 中

で,と くにその治療に苦慮 した と思わ れ る症例に対す る,

KW-1062の 治験効果 について述べ る。

I. 検 討 方 法

本剤使用 の外科 的感染症は,胆 道感染症4例,術 後化

膿性 腹膜炎3例,坐 骨直 腸窩膿瘍1例,蜂 窩織炎1例,

骨髄炎1例,計10例 であ った。患者 の年 令は,14歳 よ

り75歳 にお よんで いる。

病巣 よ り得 られ た分離菌の結果を概観す る と,同 定不

能1例,胆 石症 術後 の1例 を除いて,他 に単一感染症 は

1例 もな く,い ずれ もE.coli, Ps.aemginosa等 を主

とす る複雑感染症 であ った。

本剤の1日 投与量 は80mgも し くは,160mgで 朝 夕

2回 に分割筋注 した。 また,160mg投 与例 の中には,ガ

ーゼに撒布,タ ンポナーデの形式で局所投与 した もの も

あ った。

投与期間は,5日 より最長15日 間で,総 投与量 は,筋

注例で400mgよ り1,760mg,局 所使用例では,1,920

mgよ り2,400mgに お よんでい る。効果判定基準は,

(1) 3日 以 内に主要症状 の大部 分が消退 した ものを著効,

(2) 5日 以内に主要症状 のいずれ か1つ 以上が消退,も し

くは軽快 した ものを有効,(3) 6日 以後,症 状が不変,あ

るいは悪化 した もの を無効,(4) それ以外で効果判定 ので

きない ものを不明 とした。

II. 臨床 成績および 考按

臨床治験の結果は,著 効1例,有 効7例,無 効1例,

不 明1例 で,80%の 有効率 を示 した。 また細菌検索 され

た結果は,検 出不能の2例,同 定不能 のグ ラム陽性球菌

1例,お よびK.Pneumoniaeの1例 のをまかはすべ て2

種 以上複雑感染症で あった。

外科的感染症例中,と くに 印象的 な3例 を以下に紹介

す る。

症例1は 腸閉塞症状で来院,緊 急手術 を行な った とこ

ろ,横 行結腸癌を認め,腸 切除 および,リ ンパ節 郭清を

施 行 した。 口側腸管に 充満停滞 した 糞便 を 可 及的排 除

し,洗 滌 を行な った後,結 腸吻合 を完 了 した。 しか し術

後約1週 間 目に,ド レーンお よび腹壁創 より膿汁排 出が

著増 し,吻 合 部 縫 合 不 全 を 認 め るに至 った。本剤80

mg/日 ×7日 間の筋 肉内投与か ら,160mg局 所投 与に切

り換えた ところ,膿 排 出が激 減 し,〓 開汚染 され た腹壁

創の清浄化 と良好 なる肉芽形成をみ た。

症例2は,某 病院 で肛 囲膿 瘍切開術を うけたが,数 カ

月にお よぶ入院加療にか かわ らず,大 量 の膿排 出 と,発

熱が続 き,本 院に転入院 した。坐骨直腸窩 にお よぶ多発

性の巨大膿 瘍で,ほ ぼ肛 囲全 周にお よぶ創拡大 と開放を

図 り,同 部 にKW-1062,160mgの ガーゼ ・タ ンポネ

ー ドを約2週 間にわた って繰返 した ところ膿排 出は減少

し,解 熱緩解をみた。 さらに この例は前入院中に,GM

筋注を受けた ところ,口 唇の しびれ と,こ わ ば りを覚え

全身発疹を来た し,明 らか な薬物 ア レルギーを呈 したと

い う。同 じア ミノ配糖体であ る本剤 の使用 を危惧 しなが

らも,局 所 療法を行ないな んらの副作用 もな く,無 事経

過 した。

症例7は,約10年 前に急性 虫垂炎 の手術 を受 け,虫

垂 切除を受けてい るはずであ った。 しか し,今 回再び同

様 症状を来た し,当 科受診 した際 には,汎 発性腹膜炎症

状 を呈 し,緊 急手術を行 なった。潰残虫垂 は,壊 死にお

ちい り,穿 孔 し,盲 腸周囲膿瘍を形成 していた。虫垂切

除後 ドレーンを留置,閉 腹 した。 ドレー ンよ りの膿排出

は,持 続 的で,E.coli,.Ps.aeruginosa,K. pneumoniae,

Bacteroides等 が検 出された。 本剤80mg筋 注を続けた

が,Ps.aeruginosa suppurativaの 状態か ら脱却で きず,

感受性 テス トでは著効を認めなが らも,菌 陰性化が得 ら

れず,そ の処理に難渋 した。本症例 は早期 に強 力なKW -

1062の 局所撒 布療 法に切 り換え るべ きであ った と反省 し

てい る。

副作用 については本剤投与中に,胆 石症術後の2例 と,

骨髄炎症 例にGOT,GPTの 軽度の上昇をみた。 しか し,

いずれ も7～10日 後には正常に復 した。胆石症術後の2

例 では,胆 道 手術後に一過 性にみ られ る血 清酵素学 的な

変化 であろ うと推 測 され,本 剤に よる影響か どうかは疑

わ しい。BUNが20mg/dl以 上を示 した症例が2例 あ っ

たが,本 剤投 与中止後,直 ちに正常値に もどった。

以上 の成績 よ り,KW-1062に よる術後 感染 症の治療

にあた っては病巣部 中薬剤濃度 お よび副作用 の少 ない適

切な投与方法 ・投与量 に工夫 がなされ るべ きであ り,さ
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Table 1 Clinical results of KW-1062 for treatment of surgical infections
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らに検討を加え るこ とが必要であろ う。

III. む す び

主 として,外 科的感染症 で,そ の処置に苦慮 した と思

われ る10症 例 に対 して,KW-1062を 使用 した。そ の

臨床効果は,著 効1例,有 効7例,無 効1例,不 明1例

で,有 効率 は80%で あ った。

副作用 として,GOT,GPTの 軽度上 昇を胆道手術後

の2例,骨 髄炎 の1症 例にみたが,い ずれ も約1週 間後

に正常域 に復 した。 また,BUNの 軽 度上昇を2例 にみ

たが,投 与 中止後 直ちに正常値に も どった。
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CLINICAL EVALUATION WITH KW-1062 IN SURGICAL INFECTIONS

SEI SHIRAHA, SHUJI KAWAI, YOH KASAHARA, HIROMI TANABE 

HIROYA UMEMURA, SHOGORO HIGO and TAKESHI KUYAMA 

The Second Department of Surgery, Kinki Uuiversity, School of Medicine

KW-1062, a new aminoglycoside, was investigated on clinical effectiveness in the surgical infections.
The results of these clinical trials were obtained as follows 

(1) Ten patients with surgical infections, almost mixed type, were administered 80mg or 160 mg 
of KW-1062 daily by the intramuscular or the topical route. This agent showed remarkable therapeutic 
results : eight of these patients (80%) responded satisfactorily. 

(2) No noticeable untoward reactions were obtained except slight elevation of GOT, GPT, and BUN. 
These abnormalities returned immediately to the normal range after cessation of this agent.


